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― 80 ― 
なじみの光景だが、ごく普通の市井の人々の名前が残されているのを見たのは初めてだったの
で、驚いた。それと同時に、虐殺された数百万人という数字としてではなく、ひとりひとりの
名前を持つ隣人として彼らを忘れまいとする行為に、心を動かされた。おそらくはこの町のあ
ちこちにあるであろう、ささやかに名前が刻まれた多数の記憶/想起の場(Erinnerungsorte)も
また、博物館や資料館の展示や、大規模な史跡と並んで、「保存」され「活用」される歴史的遺
産と言えるのではないか—今回のシンポジウムから、そんなことを考えた。 
